
十

盲
人
任
太
夫

(四
代
員
)

記
憶
の
よ
い
美
音
家

盲
人
は
自
あ
き
よ
り
カ
ン
が
よ
い
､
そ
の
一
人
は
浄
瑠
璃
太
夫
に
も
あ
る
'
任
太
夫
が
そ
れ
で
あ
る
｡

紀
州
田
連
の
産
'
幼
年
の
頃
盲
人
塾
と
し
て
三
味
線
を
稽
古
し
た
が
'
美
音
が
悟
ま
れ
て
太
夫
に
樽
身
､
文

楽
に
出
勤
､
妹
脊
山
寺
野
川
の
掛
合
の
′雛
鳥
が
大
得
意
'
文
楽
と
座
塵
の
芝
居
と
同
時
に
双
方
か
ら
引
簸
ら
れ

て
掛
持
ち
で
雛
鳥
を
つ
と
め
た
｡

初
日
の
前
に
弟
子
に
本
を
讃
ま
せ
て
,
た
い
て
い
三
度
か
四
度
で
覚
え
込
む
と
い
ふ
恐
ろ
し

い
記
憶
力
O
幾

十
と
云
ふ
語
-
物
を
悉
く
暗
記
し
て
誤
ら
な
い
｡
人
力
車
で
住
吉
に
参
詣
'
汗
に
怒
っ
て
フ
ウ
フ
ウ
云
つ
て
ゐ

る
車
夫
の
息
づ
か
ひ
を
開
き
な
が
ら
'
沼
津
の
平
作
の
心
持
を
操
っ
て
摩
る
と
い
ふ
凝
-
性
｡
利
か
ぬ
気
者
の

一
面
に
は
ま
た
酒
落
着
と
し
て
も
知
ら
れ
て
ゐ
る
｡

文
楽
を
不
平
で
退
き
'
彦
六
座
の
櫓
下
で
気
勢
を
揚
げ
た
｡
語
り
物
の
得
意
と
す
る
の
は
'

『
鳴
声
十
郎
兵

衛
内
A
.
芸

文
宇
摩
J
三

着
の
菓
』
'
『
爪
先
鼠
七

宗

日
食
整

'
蒜

由
宋
柴
町
一
､
『
長
局
』三

朝
顔
宿
屋
L
t
ヽ

｢
先
代
御
殿
』
'
『
廿
四
孝
十
種
香
し
こ
れ
を
悉
-
無
本
で
語
る
｡
尤
も
三
代
住
太
夫
も
中
年
で
古
人
と
な
っ
た
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が
'
そ
れ
以
上
に
吻
鹿
え
の
敏
い
人
だ
と
云
ふ
静
｡

明
治
二
十
二
年

貢

二
十
二
日
､
六
工

率
で
死
宅

こ
の
人
も
古
顔
向
寒

書

が
毎

で

]
ぱ

囲

い
張
切
っ
て
ゐ
た
｡

1
時
は
越
路
太
夫
が
江
戸
で
住
太
夫
を
名
乗
り
､
大
阪
の
任
太
夫
と
二
人
任
太
夫
の
紛
争
が
あ

っ
た
｡
後
の

越
路
の
文
楽
櫓
下
間
鹿
か
ら
'
任
太
夫
の
引
退
と
怠

っ
た
そ
の
遠
因
の
(
つ
｡

阿
波
座
太
郎
助
橋
に
住
む
'
俗
解

『
太
郎
助
橋
｣
で
通
る
｡

以
上
'
ま
さ
に
水
瀞
俸
梁
山
泊
壷

か
､
何
と
い
ふ
多
色
多
彩
の
朗
ら
か
を
風
景
で
あ
ら
う
｡
長
門
太

夫
等
天
保
復
興
の
功
潔
が
生
ん
増
俸
勢
が
､
い
か
k
駒
治
革

初
の
浄
瑠
璃
界
を
感
榊
た
ら
し
め
た
か
ゞ
寧
は
れ

る
で
は
を
い
か
｡




